
避難した家避難した家避難した家
雄勝総合
支所跡地
雄勝総合
支所跡地
雄勝総合
支所跡地

雄
　勝
　　湾
雄
　勝
　　湾
雄
　勝
　　湾

石巻市石巻市石巻市

翌朝上陸した
場所
翌朝上陸した
場所
翌朝上陸した
場所

宮城県宮城県 石
巻
市

石
巻
市仙台市仙台市仙台市

阿
部
さ
ん
の
自
宅
が

あ
っ
た
場
所

阿
部
さ
ん
の
自
宅
が

あ
っ
た
場
所

398

復旧･復興業務に当たる
自治体職員の声

※東北大病院などが実施した健康調査の自由
　記述より

業務量が多すぎて休みが
取れない

周囲でメンタル面の不調
が多いと感じるが、みんな
仕事量が多く相談しづらい

震災後、忙しい部署ばかり
にいる。家も家族も亡くし
ており、いつ自分が病んで
もおかしくない

（心の悩みを）相談したい
が、職場で落後者として扱
われてしまうのが怖くて
できない

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

マニュアル作成効率よく 折立地区防災対策連絡会会長 軍司 啓さん 団地住民の連携日頃から 福島県営北沢又団地自治会長 熊田 伸一さん66

福島市北沢又の災害公営住宅で自治会

長をしています。団地がある地域の町内

会が主催する防災訓練や防火訓練に昨年

から参加しています。参加者が固定され

ていることが課題ですが、継続して団地

住民に呼び掛けていくことが重要です。

北沢又で団地生活を始めて２年半。入

居者も約200人になりましたが、半数以

上は高齢者です。元々は別々の地域で暮

らしていたので隣人の顔や名前を知らな

い人もいます。火災や地震が起きたとき

は住民同士の連携が大事。毎日集会所を

開放して、日頃から人間関係を構築でき

るよう努めています。

東日本大震災の際、仙台市青葉区折立

地区で避難所の在り方や対応などに課題

が出たことをきっかけに2011年 月、折

立地区防災対策連絡会が発足しました。

独自のマニュアルを作り、町内会と協力

し、地区に２カ所ある指定避難所で、効

率よく救護や必要物資の供給などをでき

るよう準備しています。

毎年３月 日に地区の避難所で開設訓

練を実施し、物資の管理や会員同士の連

携などを確認しています。情報提供や物

資の支援を通じ、災害時に避難者が早く

帰宅し、自立できる避難所を目指したい

と思います。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
、
石
巻
市
雄
勝
町
下
雄
勝

に
住
ん
で
い
た
東
北
大
課
外
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
学
術
研
究
員
の
阿
部
晃
成
さ
ん

‖
仙

台
市
青
葉
区
‖
は
、
家
族
で
避
難
し
た
知
人
宅
ご
と
津

波
に
流
さ
れ
た
。
屋
根
の
上
や
乗
り
移
っ
た
漁
船
で
雄

勝
湾
を

時
間
以
上
漂
流
し
、
拾
い
上
げ
た
板
切
れ
で

水
を
か
い
て
陸
地
に
た
ど
り
着
い
た
。阿部 晃成さん

阿部さん一家らが漂流する家から飛び移った漁船
‖2011年３月下旬 阿部さん提供

伝
え
る

３
月

日
の
地
震
が
起
き
た

と
き
、
父
が
経
営
す
る
電
器
店

兼
自
宅
に
は
私
と
祖
母
、
母
、

高
校
３
年
の
妹
、
高
校
１
年
の

弟
の
計
５
人
が
い
ま
し
た
。

自
宅
は
海
か
ら
数
㍍
。
外
出

し
て
い
た
父
と
近
所
に
住
む
兄

と
自
宅
で
合
流
し
、
す
ぐ
に
避

難
を
始
め
ま
し
た
。

事
前
に
決
め
て
い
た
避
難
先

は
父
の
友
人
宅
で
、
地
区
内
の

住
宅
で
海
か
ら
最
も
離
れ
て
い

ま
し
た
。
海
抜
は
約

㍍
。
指

定
避
難
所
の
幼
稚
園
跡
地
よ
り

高
い
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。「
こ

こ
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
外
で
様
子

を
見
て
い
る
と
、
海
の
方
か
ら

ミ
シ
ミ
シ
、
バ
キ
バ
キ
と
家
が

壊
れ
る
音
と
低
く
重
い
水
の
音

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

「
こ
こ
じ
ゃ
駄
目
だ
！
」
。

よ
り
高
く
避
難
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
ま
し
た
が
、
足
腰
の
弱
い

祖
母
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
裏

山
で
は
な
く
住
宅
２
階
に
駆
け

上
が
り
ま
し
た
。
津
波
が
到
達

す
る
直
前
に
逃
げ
込
ん
で
き
た

地
区
の
女
性
も
一
緒
で
し
た
。

２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
る

と
、
が
れ
き
を
乗
せ
た
津
波
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
私
と
兄
は

と
っ
さ
に
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
す
り

か
ら
屋
根
に
上
が
り
ま
し
た

が
、
他
の
家
族
ら
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
水
が
２
階
の

天
井
に
達
し
、
悲
鳴
が
聞
こ
え

な
く
な
っ
た
時
は
２
人
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。そ

の
時
、家
が
浮
き
ま
し
た
。

妹
と
弟
を
屋
根
に
引
き
上
げ
た

と
き
、
家
が
津
波
で
裏
山
の
木

に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

引
き
波
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ッ
ト
コ

ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
速
さ
で
流

さ
れ
始
め
ま
し
た
。
全
員
が
屋

根
に
上
が
れ
た
の
は
雄
勝
湾
に

出
て
か
ら
で
し
た
。

み
ん
な
ず
ぶ
ぬ
れ
で
寒
さ
に

震
え
な
が
ら
、
押
し
波
と
引
き

波
で
湾
内
を
行
っ
た
り
来
た

り
。
辺
り
が
薄
暗
く
な
っ
た
こ

ろ
、
た
ま
た
ま
漂
流
し
て
い
た

漁
船
が
横
付
け
に
な
り
、
飛
び

移
り
ま
し
た
。
１
畳
ほ
ど
の
エ

ン
ジ
ン
ル
ー
ム
に
肩
を
寄
せ
合

っ
て
座
る
と
、
少
し
だ
け
寒
さ

を
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。同

じ
よ
う
に
屋
根
に
乗
っ
て

漂
流
中
の
男
性
も
合
流
し
、「
寝

た
ら
死
ぬ
ぞ
」
と
た
た
い
て
起

こ
し
合
い
な
が
ら
長
い
夜
を
過

ご
し
ま
し
た
。
昇
っ
て
き
た
太

陽
の
光
を
浴
び
た
と
き
に
は

「
助
か
っ
た
」
と
自
然
に
涙
が

あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

周
囲
に
浮
か
ん
で
い
た
板
切

れ
を
オ
ー
ル
に
し
て
陸
を
目
指

し
、
最
後
は
陸
地
に
い
た
住
民

に
ロ
ー
プ
で
船
を
引
っ
張
っ
て

も
ら
っ
て
雄
勝
町
小
島
地
区
に

上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

時
間
以
上
漂
流
し
な
が
ら

も
、
幸
運
が
重
な
り
家
族
全
員

が
助
か
り
ま
し
た
。た
だ
、「
て

ん
で
ん
こ
」
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
反
省
点
で
す
。

■ 家族と 時間漂流 石巻市

幸運重なり全員生還

■

事
前
の
体
制
整
備

重
要

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
領
域

探

る

１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災

で
は
延
べ
１
０
０
万
人
を
超
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に

駆
け
付
け
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
」
と
呼
ば
れ
る
契
機
に
な

っ
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
４
年
の
新

潟
県
中
越
地
震
と
前
後
し
て
、

被
災
自
治
体
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
被
災
者
ニ
ー

ズ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
調
整
す

る
現
在
の
仕
組
み
が
出
来
上
が

っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
「
自
発

性

公
共
性

無
償
性

先
駆

性
」
を
原
理
と
す
る
活
動
と
し

て
定
義
さ
れ
る
。
だ
が
、
実
際

の
災
害
現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
直
面
す
る
。

そ
の
一
つ
に
、
な
り
わ
い
支

援
が
あ
る
。
災
害
は
農
地
や
漁

場
に
も
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら

す
。
だ
が
、
生
活
支
援
を
第
一

と
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
は
、
経
済
活
動
に
つ
な

が
る
な
り
わ
い
の
場
の
復
旧

を
、
長
く
支
援
対
象
と
し
て
こ

な
か
っ
た
。

転
機
は

年
の
熊
本
地
震

だ
。
熊
本
県
西
原
村
で
は
、
発

災
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え

る
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
外
部
支
援
者
を
中
心
に
農

業
専
門
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
組
織
さ
れ
た
。そ
の
後
、

年
の
九
州
北
部
豪
雨
、

年

の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
被
災
地

域
の
農
協
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
支
援

が
行
わ
れ
た
。

い
つ
、
ど
こ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
支
援
す
べ
き
か
と
い
う

問
題
も
各
地
で
浮
上
し
て
い

る
。
西
原
村
の
セ
ン
タ
ー
は
、

４
カ
月
後
に
有
償
の
会
員
制
組

織
「
西
原
村
百

ひ
ゃ
く

笑し
ょ
う応
援
団
」
に

移
行
し
た
。

西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
愛

媛
県
宇
和
島
市
の
「
み
か
ん
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」で
は
、

土
砂
の
撤
去
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
摘
果
・
収
穫
は
ア
ル
バ
イ

ト
が
担
う
と
線
引
き
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
領
域
は
、

局
面
に
応
じ
て
問
い
直
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

９
月
の
台
風

号
に
よ
り
千

葉
県
南
部
は
大
規
模
停
電
、
家

屋
損
壊
な
ど
想
定
外
の
被
害
に

見

わ
れ
た
。
そ
の
際
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
屋
根
に
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
を
張
っ
た
り
、
倒
木
を
処

理
し
た
り
す
る
こ
と
の
是
非

が
、
ウ
ェ
ブ
上
で
争
点
の
一
つ

と
な
っ
た
。

高
所
作
業
や
重
機
操
作
が
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化

は
、確
か
に
重
要
な
テ
ー
マ
だ
。

だ
が
、
資
格
を
持
ち
、
能
力
を

鍛
錬
し
て
き
た
人
々
を
無
償
で

活
用
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
、

職
業
人
に
対
す
る
敬
意
を
欠
い

て
い
る
。

自
治
体
が
事
前
に
関
係
団
体

と
協
議
し
、
応
急
作
業
の
推
進

体
制
を
準
備
す
る
こ
と
は
今
後

の
検
討
材
料
だ
。
災
害
と
い
う

例
外
状
況
で
迅
速
に
被
災
者
に

寄
り
添
う
た
め
に
も
、
「
事
前

復
興
」
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
。

さ
い
と
う
・
や
す
の
り

東
大
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。大
分
大
福
祉
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
経
て
２
０
１
１
年
、

東
北
学
院
大
講
師
。

年
４
月
か
ら
経
済
学
部
准
教
授
。
専
門
は

社
会
学
。
震
災
後
、
「
六
郷
・
七
郷
コ
ミ
ネ
ッ
ト
」
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ど
を
務
め
た
。
茨
城
県
出
身
。

歳
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
沫又又又又又又又

東北学院大准教授

斉藤 康則さん

考
え
る

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
自
治
体
は
直
後
か
ら
膨
大
な
復
旧
業

務
が
発
生
し
、
職
員
の
疲
弊
が
問
題
化
し
た
。
さ
ら
に
復
興
事
業
が

長
期
に
わ
た
り
、
過
重
労
働
や
ス
ト
レ
ス
で
心
身
に
不
調
を
抱
え
る

人
が
続
出
。
専
門
家
は
「
復
興
を
進
め
る
上
で
職
員
の
ケ
ア
体
制
の

構
築
が
欠
か
せ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

（
報
道
部
・
東
野
滋
）

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

長
期
間
の
業
務

心
身
疲
弊

自治体職員ケア足りず

広域の専門組織検討必要

％
超
苦
痛
訴
え

東
北
大
病
院
精
神
科
な
ど
が

２
０
１
２
〜

年
、
宮
城
県
沿

岸
部
の
自
治
体
職
員
約
１
２
０

０
人
に
計
４
回
の
健
康
調
査
を

実
施
し
た
。

年
５
月
時
点
で

重
度
の
精
神
的
苦
痛
を
訴
え
た

の
は
行
政
職
員

・
９
％
、
公

立
病
院
職
員

・
５
％
に
上
っ

た
。
一
方
、
同
時
期
に
調
べ
た

消
防
職
員
の
場
合
は
２
・
６
％

だ
っ
た
。

阪
神
大
震
災
で
は
自
衛
隊
や

消
防
隊
の

惨
事
ス
ト
レ
ス

が

注
目
さ
れ
た
。
東
北
大
病
院
の

佐
久
間
篤
医
師
は
「
消
防
職
員

の
活
動
は
短
期
で
終
わ
る
が
、

自
治
体
職
員
は
不
慣
れ
な
復
旧

対
応
で
疲
弊
し
て
か
ら
が
『
本

番
』
。
ス
ト
レ
ス
を
受
け
続
け

る
の
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
心

の
健
康
）
の
重
要
性
が
見
落
と

さ
れ
て
い
た
」
と
説
明
す
る
。

自
治
体
職
員
に
特
有
の
事
情

も
影
響
し
て
い
る
。
①
被
災
し

て
家
族
の
安
否
が
不
明
で
も
業

務
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
②
避
難

所
運
営
や
罹

り

災
さ
い

証
明
書
の
発
行

な
ど
多
く
の
場
面
で
住
民
に
不

満
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
③
住
民
の

目
や
同
僚
へ
の
遠
慮
か
ら
休
憩

や
休
日
が
取
り
に
く
い
｜
な
ど

だ
。調

査
で
は
精
神
的
苦
痛
や
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
を
抱
え
る
職
員
の
割

合
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減

少
し
た
が
、
軽
度
だ
っ
た
人
が

悪
化
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に

よ
り
、

年
度
か
ら
自
治
体
職

員
に
も
年
１
回
の
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
が
導
入
さ
れ
た
。
佐
久

間
医
師
は
「
普
段
か
ら
不
調
を

気
軽
に
相
談
で
き
る
職
場
の
体

制
や
雰
囲
気
が
大
切
。
平
時
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
力
を

入
れ
、
災
害
が
起
き
て
も
職
員

を
守
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
強
調
す
る
。

福
島
さ
ら
に
深
刻

一
方
、
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
で
被
災
し
た
福
島
県

の
自
治
体
職
員
の
場
合
は
さ
ら

に
深
刻
だ
。

自
治
労
県
本
部
が

年

〜

月
、
被
災

市
町
村
の
職
員

計
２
５
３
０
人
を
対
象
に
行
っ

た
調
査
で
は
「
職
務
上
の
知
識

・
経
験
の
不
足
」
を
理
由
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
職
員
が
８
割

を
超
え
た
。
「
多
忙
」
は
約
８

割
、「
地
域
の
先
行
き
不
透
明
」

も
約
７
割
に
上
っ
た
。

年
度
に
県
と
市
町
村
の
職

員
計
９
人
が
自
殺
し
、
早
期
退

職
者
数
も
高
水
準
が
続
く
。
県

本
部
は
「
地
域
の
復
興
を
支
え

る
人
材
が
失
わ
れ
て
い
る
」
と

危
機
感
を
示
す
。

住
民
の
帰
還
開
始
後
し
ば
ら

く
し
て
心
身
の
状
態
が
悪
化

し
、退
職
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

先
行
し
て
帰
還
し
、
復
興
事
業

を
進
め
て
も
若
い
世
代
を
中
心

に
住
民
が
な
か
な
か
戻
ら
ず
、

将
来
へ
の
不
安
が
消
え
な
い
た

め
だ
と
い
う
。

長
期
の
復
興
事
業
に
伴
う
自

治
体
職
員
の
心
身
の
不
調
は
、

年
４
月
の
熊
本
地
震
で
も
繰

り
返
さ
れ
た
。
た
だ
、
大
規
模

災
害
時
に
小
さ
な
自
治
体
が
自

前
で
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し

い
の
が
実
情
だ
。

震
災
で
は
各
地
に
「
心
の
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
、

自
治
体
職
員
へ
の
支
援
も
担
っ

て
い
る
が
十
分
で
は
な
い
。
福

島
県
立
医
大
の
前
田
正
治
主
任

教
授（
災
害
精
神
医
学
）は
「
広

域
的
に
職
員
を
ケ
ア
す
る
専
門

組
織
の
設
立
な
ど
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
す
る
べ
き

だ
」
と
提
言
す
る
。

避
難
者
で
あ
ふ
れ
る
熊
本
地
震
の
避

難
所
。
運
営
に
当
た
る
自
治
体
職
員

の
疲
弊
が
再
び
問
題
化
し
た
‖
２
０

１
６
年
４
月
、
熊
本
県
益
城
町

石
巻
市
は
職
員
も
多
く
が
被
災

し

家
族
や
自
宅
を
失
っ
た

マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
の
中
で
復
旧
・
復
興

に
追
わ
れ

体
調
不
良
や
心
の
悩

み
を
訴
え
る
人
が
後
を
絶
た
な

い

市
は
臨
床
心
理
士
を
人
事
課

に
配
置
し

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

心

の
健
康

対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。臨

床
心
理
士
の
採
用
は
２
０
１

２
年
度
か
ら
。
任
期
付
き
職
員
と

し
て
日
常
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

業
務
、
管
理
職
や
職
員
を
対
象
と

し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
習
に
当

た
る
。

市
は

年
度
以
降
、
長
時
間
働

い
た
職
員
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
強

化
し
て
い
る
。
不
眠
や
無
気
力
感

な
ど
重
い
ス
ト
レ
ス
症
状
が
あ
っ

た
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
自

治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
、
慣
れ
な
い

土
地
で
働
く
応
援
職
員
の
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
る
。

年
度
に
着
任
し
た
臨
床
心
理

士
の
関
口
渓
人
さ
ん

は
、
１

年
間
に
約
１
０
０
人
と
面
談
し

た
。
立
ち
話
を
き
っ
か
け
に
詳
し

く
状
況
を
聞
い
た
り
、
医
療
機
関

に
つ
な
い
だ
り
す
る
な
ど
専
門
家

が
常
駐
す
る
利
点
を
生
か
せ
て
い

る
と
い
う
。

関
口
さ
ん
は
「
職
員
の
人
手
が

限
ら
れ
る
中
、
重
症
化
を
防
ぎ
、

退
職
や
休
職
を
増
や
さ
な
い
こ
と

が
重
要
だ
」
と
語
る
。

市
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

は
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
、
東
北

大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
若
島

孔
文
准
教
授
（
臨
床
心
理
学
）
が

協
力
し
て
き
た
。

市
が

年
６
月
〜

年
７
月
に

実
施
し
た
計
６
回
の
健
康
調
査
結

果
か
ら
①
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
②
不
十
分
な
休
息
③

家
族
の
犠
牲
④
避
難
所
で
の
生
活

｜
と
い
う
四
つ
の
要
因
が
ス
ト
レ

ス
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
と
分
析
し

た
。症

状
の
軽
減
に
は
、
職
場
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
が
最
も
有
効
と
判
明
し

た
。
愚
痴
な
ど
の
会
話
を
通
じ
て

「
苦
し
い
の
は
自
分
だ
け
で
は
な

い
」
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り
、
相

手
の
不
調
に
も
気
付
け
る
た
め

だ
。
そ
う
し
た
環
境
を
つ
く
る
管

理
職
の
意
識
も
大
切
だ
と
い
う
。

若
島
准
教
授
は
「
仕
事
が
報
わ

れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
も
ス
ト
レ

ス
を
緩
和
さ
せ
る
。
職
員
た
ち
が

被
災
し
な
が
ら
も
復
興
に
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
住
民

の
理
解
、
共
感
も
必
要
だ
」
と
指

摘
す
る
。

専門家常駐
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